
パネルディスカッション：
我が国のＩＣＴの今後と
将来のネットワークの展望

2008年1月18日

株式会社日立製作所
竹村哲夫



All Rights Reserved, Copyright（C） 2003, Hitachi, Ltd.

2

© 2008 Hitachi, Ltd. All rights reserved.

社会動向

グローバル化

•労働力，原材料，物流などの
ボーダレス化，フラット化

•生産，物流，BCM等，あらゆる
企業活動はグローバル最適解
をもとめ流動化

BCM: Business Continuity Management;  OECD: Organization for Economic Co-operation and Development;  
BRICs： Brazil,Russia,India,China;  VISTA: Vietnam,Indonesia,South Africa,Turkey,Argentina

少子高齢化

•経済活動を支える労働力人口
は2005年をピークに減少

•日本の労働生産性はOECD加
盟30カ国中第19位，主要先進
7カ国中最下位

環境問題

• BRICs，VISTA等ではエネル
ギー需要が継続拡大

•京都議定書以降を目指した低
炭素，循環型共生社会の実現

情報爆発

• ICTシステムで扱う情報量は
年率1.5～2倍で継続増加

•音声，データ，画像にRFID，
センサ等が加わり，データ種別
が多様化
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ICTの将来像
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個人生活

企業活動

生産活動
シンクライアント

RFIDタグ

ICカード

監視カメラ

高精細映像

車載情報システム

■ ICTシステムは，リアルワールドとの双方向インタラクションを
指向した知的創造活動を支援するツールとして進化

サーバサーバ

ストレージストレージ
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リアルとITの融合：X-顕微鏡(1)

1MVﾎﾛｸﾞﾗﾌｨ
電子顕微鏡

源流：電子顕微鏡源流：電子顕微鏡

金単結晶膜の
極微細結晶格子を可視化

49.8pm

0.5nm

可視化による新しい価値創生：X-顕微鏡可視化による新しい価値創生：X-顕微鏡

老人位置・
生態情報

子供位置情報

生産情報

渋滞情報
（プローブカー）

社員行動情報

健康・生態情報

■ 実世界情報を収集してITにより解析することに
より、人間から社会までを可視化

■ 家庭・個人の安全・安心、健康・快適、企業の生
産性向上・業務改革などの新たな価値を創生

  

老人、子供
の安否確認

経営コックピット

渋滞ゼロ運転

健康維持

企業 家庭・個人

実世界（リアル）

ITプラットホーム

解析・可視化

収集

リアルと
ＩＴの融合

検索・解析センタ
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データベース
作業状況、
作業指示

インダストリアル顕微鏡

生産状況

トラフィック顕微鏡
プローブカー
圧力センサ

プロダクション顕微鏡

渋滞状況

工場ライン
温度センサ
振動センサ

生活習慣
組織連携度ビジネス/ライフ顕微鏡

ミューチップ

■センサ、RFIDにて収集された実世界情報をIT技術を駆使して解析，
人間から社会まで幅広い対象の本質を「顕微鏡像」として可視化

名札型センサ 腕時計型センサ

ネットワーク

サーバ

解析・可視化

リアルとITの融合：X-顕微鏡(2)
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ICTシステム

トランスポート

光通信 無線通信コグニティブ無線
－混在する無線システムへのシームレスなアクセス

高速・大容量化
－容量の拡大，特性が多様化するトラヒック需要への対応

X-顕微鏡
－実世界情報の収集とITによる解析，実世界へのフィードバックで

人，モノ，社会の生産性を向上

データ流通制御
－トラフィック負荷分散や冗長経路設定の自動化

ネットワークの位置づけと展望
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高速・大容量光通信

■光とエレクトロニクスの垂直統合による小型・高速化と，
光多値伝送技術による更なる大容量化

◎光多値伝送(>100G)

・符号間干渉を抑制する

多値信号生成方式

・多値数の増加、高感度・

長距離伝送を実現

30Gbit/s 8値x16波1040km伝送

Data

30Gbit/s

光アンプ
16波長光源

周回伝送系

送信器
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直交成分Q

I
光ファイバ(80km)

13周
80kmx13周
=1040km

光フィルタ

８値変調器

Data

同相成分I

適応
等化

受信器

受信信号点
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光
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度
(10
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30Gbit/秒x 16波長

光遅延
検波器

光遅延
検波器 A/D

A/D

OECC2007PD

DCF

波長

Q

伝送後の光スペクトル

強度波形

1995 2000 2005 2010 2015 2020
100M

2008

1G
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100G

1T

100Gbイーサネット
IEEE802.3ba

100Gbイーサネット
IEEE802.3ba

１Tbイーサネット１Tbイーサネット

10GBASE-LRM
10GBASE-X/R/W

1000BASE-T

100BASE-TX

１０GE-PON
IEEE802.3av
１０GE-PON
IEEE802.3av
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コグニティブ無線

サーバ

制御ノード

WiMAX

コグニティブ基地局

ネットワーク

WiMAX
アクセス
ポイント

無線LAN
アクセス
ポイント

端末

監視
ノード

無線情報

複数システムを切替

移動

無線LAN

サーバ 制御ﾉｰﾄﾞ／
無線LAN AP

WiMAX AP 監視ﾉｰﾄﾞ 端末

コグニティブ無線システム構成 実験機外観

■複数システムの活用による周波数資源の利用率向上

移動

ch1 ch2 ch1 ch2 ch1 ch2

System A

周波数時刻 t1 A B C

時刻 t2 A B CD

ch3

System CSystem B

時刻 t3 A B CD

時刻 t4 A B CD C D

D

A

B

D

C

System A エリア

System B エリア

System C エリア

コグニティブ無線の概念

無線状況等に応じ
システムを切替

無線状況等に応じ
システムを切替

連携

※本研究は総務省の委託研究「コグニティブ無線通信技術の研究開発」の成果である。
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データ流通制御

■データセンタをオーバーレイNWによって統合(仮想化)し，
運用効率を向上

マルチサービス収容
オーバーレイネットワーク

物理ネットワーク
（IPネットワーク）

仮想的リソース統合

負荷分散のために複数のデータ
センタに分散配置されたリソースを
仮想的に統合。

負荷分散のために複数のデータ
センタに分散配置されたリソースを
仮想的に統合。

物理ネットワークのトポロジと
トラフィック状態を把握。
障害時・輻輳時には経路を
自動切り替え。

物理ネットワークのトポロジと
トラフィック状態を把握。
障害時・輻輳時には経路を
自動切り替え。

ストレージ

サーバ

ストレージ

サーバデータセンタ（東京）

データセンタ（米国）

企業LAN

サーバ
データセンタ（大阪）

経路自動切換え

ストレージ
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現在の日立の取組み
IT製品の省電力技術開発

適用

・運用レベル
・装置レベル
・部品レベル

ICT省電力化

■京都議定書以降を目指した低炭素・循環型共生社会
実現への貢献

CoolCenter50

5年後のデータセンター

消費電力量を50%削減
（2007.9.27発表）

0
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2500
消費電力量の推計
増加シナリオケース

[億kWh]

2025年2006年 2050年

5倍

12倍

出展：「情報通信機器の革新的省エネ技術への期待」
経済産業省、グリーンＩＴシンポジウム、2007年

IT機器の消費電力量推計IT機器の消費電力量推計
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新世代へのマイグレーション

■実験網でオーバレイネットワーク等のアプローチを検証・評価
■研究成果は随時現行網に適用し，段階的に新世代へ移行

20102008

現行IP網

新世代ネットワーク

2012 2014 2016 2018

実験網（オーバーレイNWなど）

新規アーキテクチャや
プロトコルの導入

広帯域アクセス
省電力化

ブロードキャスト・ブロードギャザー
コグニティブ無線

複数アプローチの検証・評価
段階的に実サービスへと移行

全光ネットワーク

2020

新世代ネットワークへの段階的移行
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まとめ

■ICTシステムはリアルワールドとの双方向インタラクションを
指向した知的創造活動を支援するツールとして進化

■ネットワーク物理レイヤは大容量化，特性の多様化へ対応。
トランスポートレイヤはサーバ，ストレージ等ITシステム，端末と
の機能分担を意識すべき

■地球環境問題への配慮と現行ネットワークからのマイグレー
ションが忘れてはならない留意点


